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神戸大学広報誌「風」をお読みになっての感想をお聞かせください。
今後の誌面作りの参考にさせていただきます。アンケートの所要時間は 3 分程度です。

読者の皆様へアンケートご協力のお願い

スマホ用“うりぼーカレンダー壁紙”プレゼント！

スマホ用神大うりぼーカレンダー壁紙（2021年上半期）
アンケートはこちらからアクセスできます。

回答者
みんな

に

プレゼ
ント

壁紙使
ってね

！
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　ロイ・スミス館は、神戸大学本部から西へ1.3㎞ほど

に位置し、護国神社の坂道を登った長峰山の中腹にある

（ 神戸市灘区篠原北町 4-11-5 ）。1935（昭和10）年に

神戸の貿易商・大谷茂の邸宅として建てられたスパ

ニッシュ瓦葺き木造２階建寄棟造の明るくモダンな建

物であり、設計は御影公会堂や甲南漬資料館（旧高嶋

家住宅）などで知られる清水栄二が担当、施工は高垣

工務店による。外観はハーフティンバーや三連窓など

西洋風の意匠で、内部には神戸らしく帆船など海をモ

チーフにしたステンドグラスが要所に配され、敷地南

側には美しい日本庭園が広がる。戦後一時カナディア

ンアカデミーの女子寮となった後、1960（昭和35）年

に神戸大学の招聘外国人教師であったロイ・スミス

（Roy Smith）先生の住居となり、現在は公益財団法人

神戸大学六甲台後援会の事務所として使用されている。

2011（平成23）年10月に国の登録有形文化財となった。

　名称の由来となったロイ・スミス先生は、1878（明

治11）年6月アメリカ・イリノイ州に生まれ、イリノイ

文科大学でB.A.（Bachelor of Arts）、ニューヨーク大学

でM.C.S.（Master of Commercial Science）、シカゴ

大学でM.Ph.（Master of Philosopher）の学位を取得

し、1909（明治42）年9月に31歳で旧制官立神戸高等

商業学校（現神戸大学）に赴任して太平洋戦争中の一時

帰国を経て1968（昭和43）年3月に89歳で神戸大学

を退官して本学最初の外国人「名誉教授」となる

まで、明治・大正・昭和にかけて半世紀以上の長
きにわたる教員生活を送り、本学史上最長の在職

期間を誇る教官となった。スミス先生を慕った多

くの教え子たちは、1960（昭和35）年に協力して

先生のために旧大谷家住宅を購入（財団法人（当時）

神戸大学六甲台後援会の名義）し、11月21日に

ロイ・スミス館（ THE  ROY  SMITH HOUSE ）

命名式と披露パーティを挙行。スミス先生は退官帰

国までの最後の約８年間をこのロイ・スミス館で

過ごした（1969（昭和44）年6月逝去）。現在六甲台

本館前庭にある先生の胸像や社会科学系図書館大

閲覧室にある中山正實作の肖像画も教え子たちの

寄附であり、スミス先生への敬愛の念が込められ

ている。

  　　　 （大学文書史料室 室長補佐  野邑 理栄子）

勤続50年記念式での
ロイ・スミス先生［1959（昭和34）年］

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）（以下「感染症」という）は、その流行が世界各国へ拡大し、

国内でも感染拡大が社会に深刻な影響を及ぼしている。

神戸大学では、感染症の脅威を乗り越え課題解決を図るため、本学で実施する

感染症対策に関する研究・調査・支援等の取り組みについて学内で提案を募った。

それらの取り組みを集約し、本学ＨＰ公開等を通じて、学外へ積極的に情報発信している。

ウィズコロナ時代の大学の役割を模索
特集1 パンデミックの脅威を乗り越え、課題解決を図るために
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表紙写真：ロイ・スミス館（旧大谷家住宅）

カメラ : 大亀 京助
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神
戸
大
学
は
感
染
症
の
脅
威
を
乗
り
越

え
課
題
解
決
を
図
る
関
連
研
究
・
調
査
等

の
取
り
組
み
を
社
会
に
表
明
し
、
推
進
す

る
こ
と
を
使
命
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
う
に
は
、
医
療
だ

け
で
な
く
、科
学
技
術
、人
文
・
社
会
科
学
、

教
育
支
援
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、
文
理
の
枠
を
越
え
た
様
々
な
貢
献

が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
、
感
染
症
に
関
す

る
研
究
、支
援
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

　
私
は
主
に
、
職
場
で
働
く
人
の
心
理
や

行
動
、
そ
れ
に
対
し
て
経
営
に
何
が
で
き
る

か
を
研
究
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
経
営
学
と

心
理
学
が
重
な
る
分
野
と
言
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関

連
で
は
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
へ
の
対

応
が
、
就
労
者
の
心
理
・
行
動
に
与
え
る
影

響
の
調
査
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
経
済
経
営
研

究
所
の
江
夏
幾
多
郎
准
教
授
で
す
。
こ
れ

は
個
人
レ
ベ
ル
の
、
ミ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
の

調
査
で
、
４
月
と
８
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
同
じ
就
労
者
に
ど
ん
な
変
化
が
見

ら
れ
る
か
を
追
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
企

業
レ
ベ
ル
の
調
査
、
経
営
学
で
言
え
ば
マ

ク
ロ
レ
ベ
ル
の
調
査
も
、
私
が
主
導
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
現
場
に
見

ら
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
は
個
体
差

（
個
人
差
、
企
業
間
の
差
）
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
企
業
レ
ベ
ル
で
は
規
模
や
業
種

の
違
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
を
早
く
か
ら
導
入
し
た
企
業
ほ
ど
対

策
・
相
談
窓
口
を
し
っ
か
り
と
設
け
て
い
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
対
策
を
す
る
企
業
は

様
々
な
取
り
組
み
を
実
行
し
て
い
る
の
に
対

し
、
対
策
を
し
な
い
企
業
は
何
一
つ
で
き

て
い
な
い
。
こ
の
差
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
流

新
型
コ
ロ
ナ
下
で
表
面
化
し
た
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
の
重
要
性

行
以
前
に
ど
ん
な
組
織
を
作
っ
て
お
い
た

か
」
の
差
で
あ
り
、
組
織
や
人
が
ど
れ
だ
け

強
く
、
し
な
や
か
で
あ
る
か
、
つ
ま
り
「
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
」
の
差
な
の
で
す
。

　
同
様
の
傾
向
は
個
人
レ
ベ
ル
で
も
見
ら

れ
、
心
配
性
で
自
分
に
自
信
を
持
て
な
い
人

ほ
ど
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を

受
け
、
不
安
に
陥
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
「
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
は
じ
め
、
も
と
も
と
の
特

性
」
に
よ
る
違
い
が
大
き
い
の
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
社
会
の
変
化
に
よ
っ

て
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
の

重
要
性
が
表
面
化
し
た
わ
け
で
す
。

　
今
後
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
て
い
く

た
め
の
議
論
を
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
ヒ
ン
ト
が
あ
り
、
例

え
ば
、
従
業
員
同
士
が
業
務
以
外
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
情
報
を
お
互
い
に
知
っ
て
い
る
職

場
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
の
や
り
と
り
で

も
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
き
ま
す
。
あ
る
意

味
で
「
冗
長
」
な
、
無
駄
な
情
報
の
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
仕
事
の
し

や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
効
率
性
だ
け

で
な
く
、
こ
う
し
た
冗
長
性
の
有
無
が
企
業

間
の
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
し
た

ら
、
そ
こ
は
や
は
り
作
っ
て
い
く
べ
き
で
す
。

　
皮
肉
な
こ
と
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前

か
ら
存
在
し
て
い
た
の
に
見
て
こ
な
か
っ
た

問
題
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
明
ら
か
に
し
た
わ

け
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を

高
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
私
た
ち
研
究
者

も
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
現
実
の
意
思
決
定

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

01「経営学」の視点

Field

服部 泰宏
大学院経営学研究科 准教授

HATTORI Yasuhiro

全
学
か
ら
約
50
以
上
の
テ
ー
マ
が
集
ま
っ
て

い
る
。

　
２
０
２
０
年
７
月
に
は
、
神
戸
大
学 

W
ith CO

VID
-19

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新

型
コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
社
会
を
考
え
る
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、
神
戸
大
学

に
お
い
て
実
施
予
定
の
感
染
症
対
策
に
関

す
る
研
究
・
調
査
等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

今
後
は
こ
れ
ら
の
展
開
の
ス
テ
ー
ジ
を
見

極
め
、
研
究
の
加
速
、
社
会
実
装
の
実
現
、

教
育
支
援
等
に
お
い
て
迅
速
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
と
と
も
に
、
社
会
に
対
し
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
く
。

　
今
回
、神
戸
大
学
の
４
大
学
術
系
列（
人

文
・
人
間
科
学
系
、
社
会
科
学
系
、
自

然
科
学
系
、
生
命
・
医
学
系
）
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら
の
対
策
等
に
つ
い
て

聞
い
た
。

特集 1   ウィズコロナ時代の大学の役割を模索

テレワークを含めた種々の企業対応の間にも相関があり、テレワーク
導入が早い企業では、リーダーの発信度合いも高く、専門組織の設置も
進んでいる。そしてその核にレジリエンスがある（矢印は相関を表す）。

治療法・治療薬

ワクチン

施設・体制

医療機器・器具 ウイルス除去

迅速化/高精度化 衛生用品 予測と分析 経　済

経　営

健康・福祉

生活変化

政策調査提言

歴史的観点

教育・教材

情報発信

治療法・ ワクチン開発 医療崩壊対策 検査技術 感染予防 データサイエンス 経　済 くらし 学　術 学内 その他

教職員・学生ケア

レプリコンを用いた
薬剤スクリーニング 

保健学研究科
亀 岡 ╱ 小 瀧

自然免疫、 
インフラマソーム

 保健学研究科
駒 井

検査キット
プラットフォーム

工学研究科
丸 山

新ポリウレタン
材料

理学研究科
津 田

消毒液供給
医学部施設管理課

笹 部

予測数理モデル
システム情報学

研究科
國 谷

ウイルス飛沫予測
システム情報学

研究科
坪 倉

飛散ウイルス
撃滅システム
数理・データ

サイエンスセンター
木 村

座位時間
保健学研究科

井 澤

ネットゲーム依存
医学研究科

曽 良

外国人生活
人文学研究科

平 井

組織対応調査
経営学研究科

服 部

学術情報提供HP
保健学研究科

中 澤

家計影響
人間発達環境学

研究科
田 畑

管理会計とBCP
経営学研究科

三 矢

食農影響と
価値創造

農学研究科
中 塚

中小企業
コンソーシアム

Vスクール
忽 那

人々の行動変容と
非接触サービス

の可能性
経営学研究科

藤 原

就労上心理、
行動への影響

経済経営研究所 
江 夏

経営学研究科
服 部

コロナ対策の制度 
比較・提言

社会システム
イノベー ション

センター
金 子

マイクロツーリズム
観光産業支援

国際文化学研究科
辛 島

家庭食材でできる
実験授業

農学研究科
宇 野

環境変化による
ストレス

医学研究科
保健センター
青 山 ╱ 毛 利

ひとり親世帯の食生活
農学研究科

石 田

Withコロナにおける
認知症予防

保健学研究科
木 戶

比較都市史的研究
人文学研究科
奥 村 ╱ 白 鳥

感染速度論教材
理学研究科

大 西

大学教育のあり方
Vスクール

玉 置

附属中卒研
元附属中学校長

藤 田

ポストコロナ働き方提言
保健学研究科

塩 谷
自粛生活が生活に
与える影響と要因
保健学研究科

小 野

睡眠・Well-being 変化
人間発達環境学

研究科
古 谷

発達障害児支援
人間発達環境学

研究科
山 根

空間デザインコンペ
グラフィクスリテラシー 
教育研究センター

鈴 木

高齢者リスク
人間発達環境学

研究科
片 桐

行動・生活変化実態
人間発達環境学

研究科
青 木

芸術文化支援
国際文化学研究科

藤 野

感染症の倫理学
先端融合研究環

松 田

ICU開設
 医学研究科

山 中 ╱ 岡 田

トリアージAI
 医学研究科

中 井

3Dプリンタ活用
 臨床研究推進

センター
筧

経口ワクチン
 科学技術イノベー 

ション研究科
白 川

免疫応答
 科学技術イノベー 

ション研究科
北 川

モノクローナル抗体
 医学研究科

船 越

テラヘルツ波検出
 工学研究科

小 島

水近赤外吸収
 農学研究科

ツエンコヴァ

新型コロナウイルス感染症対策に関する研究・調査等

リーダー発信度

レジリエンス

テレワーク
早期導入

専門組織設置
レベル（12月）

専門組織設置
レベル（1月以降）

（大学ホームぺージに掲載）

神
戸
大
学
が
取
り
組
む

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る

約
50
の
研
究
テ
ー
マ

企業レベルの
インパクト
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私
は
感
染
症
の
流
行
を
表
す
数
理
モ
デ
ル

の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
主
に
数
理
モ
デ
ル

（
S
E
I
R
モ
デ
ル
な
ど
）
の
数
学
的
な
性
質

を
理
論
的
に
研
究
す
る
こ
と
が
中
心
で
す

が
、
今
回
、
数
理
モ
デ
ル
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
具
体
的
な
デ
ー
タ
に
あ
て

は
め
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
２
０
２
０
年
１
〜
２
月
の
感
染
者

数
の
推
移
か
ら
将
来
の
推
移
を
予
測
し
、
結

果
と
し
て
１
か
月
半
先
（
４
月
中
旬
）
ま
で

数
理
モ
デ
ル
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
予
測

経
済
へ
の
影
響
も
表
せ
る
新
モ
デ
ル
作
り
へ

の
流
行
動
態
を
か
な
り
正
確
に
予
測
で
き
ま

し
た
。
実
は
計
算
上
は
、
夏
に
大
規
模
な
流

行
の
ピ
ー
ク
、
そ
れ
こ
そ
一
時
期
の
ア
メ
リ

カ
や
イ
ン
ド
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
１
日
あ

た
り
数
万
人
規
模
の
感
染
拡
大
が
日
本
で
も

起
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
幸
運

な
こ
と
に
そ
の
予
測
は
は
ず
れ
、
４
月
中
旬

か
ら
感
染
者
数
は
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。
そ

の
要
因
と
し
て
、
４
月
７
日
に
発
令
さ
れ
た

緊
急
事
態
宣
言
の
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
、
そ
れ
を
モ
デ

ル
で
検
討
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
感
染
者
数
の
推
移
や
無
症
状
者
の

割
合
、
感
染
し
て
か
ら
他
者
へ
の
感
染
力
を

持
つ
ま
で
の
平
均
期
間
な
ど
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
を
数
学
的
に
推
定
し

ま
し
た
。
次
に
、
緊
急
事
態
宣
言
下
の
感
染

者
数
の
推
移
を
踏
ま
え
て
、
人
と
人
と
の
接

触
が
普
段
と
比
べ
て
ど
の
程
度
減
る
と
こ
う

し
た
推
移
に
な
る
か
を
、
数
理
モ
デ
ル
で
計

算
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
て
い
た
期
間
の
接
触
率
は
0.
14

で
、
人
の
接
触
は
普
段
よ
り
86
％
減
っ
て
い

た
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
に
人
の
接
触

が
減
っ
た
こ
と
も
、
感
染
拡
大
を
抑
え
る
上
で

効
果
を
発
揮
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

感
染
率
の
減
少
を
、
も
う
少
し
広
い
意
味
で

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
実
際
に

人
出
が
８
割
減
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
緊
急

事
態
宣
言
に
よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
が
人
と
の

距
離
を
と
っ
た
り
、
マ
ス
ク
を
着
け
た
り
し

た
効
果
も
含
め
て
、
全
体
と
し
て
接
触
率
が

８
割
減
っ
た
と
み
な
し
て
い
い
レ
ベ
ル
の
減
少

が
見
ら
れ
た
と
理
解
す
べ
き
で
す
。

　
今
後
は
、
５
月
末
以
降
の
感
染
者
数
の
変

化
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
モ
デ
ル
を
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
感
染
者
数

の
増
加
を
知
っ
て
人
々
が
気
を
つ
け
る
よ
う

に
な
る
効
果
や
、
逆
に
感
染
者
数
の
減
少
を

受
け
て
人
々
が
油
断
し
、
行
動
範
囲
が
広
が

る
リ
ス
ク
も
反
映
し
て
、
感
染
者
数
に
周
期

的
な
流
行
の
波
が
で
き
る
こ
と
を
モ
デ
ル
で

表
現
し
た
い
。
ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発

令
な
ど
に
よ
り
、
経
済
へ
の
影
響
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
経
済
へ
の

影
響
も
考
慮
し
た
よ
う
な
数
理
モ
デ
ル
を
考

え
て
い
く
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
す
。

03「システム情報学」の視点

Field

　
私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、
ヘ
ル
ペ
ス
ウ

イ
ル
ス
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル

ス
が
病
気
を
引
き
起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ

い
て
分
子
機
構
を
解
明
し
、
最
終
的
に
制
御

法
の
開
発
に
つ
な
げ
る
研
究
で
す
。
今
ま
で

の
研
究
を
ベ
ー
ス
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
つ
い
て
は
病
院
か
ら
臨
床
検
体
を
頂
い

て
、
解
析
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
患
者
血
清
を
多
面
的
に
解
析
し

て
、
患
者
体
内
に
中
和
抗
体
や
、
炎
症
を
誘

導
す
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
な
ど
の
物
質
が
産
生

さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
重
症
度
の
高
い
患

者
ほ
ど
中
和
抗
体
産
生
量
が
多
い
こ
と
や
サ

イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
重
症
患
者
に
お
い
て
は

早
期
の
抗
ウ
イ

ル
ス
治
療
や
重

症
時
期
の
抗
炎

症
治
療
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を

示
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拠
点
病

院
で
働
く
医
療

従
事
者
５
０
０

人
以
上
を
対
象

兵
庫
県
内
1
万
人
の
抗
体
検
査
を
実
施

重
症
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
か
ら
制
御
法
開
発
へ

に
抗
体
検
査
を
行
い
、
全
員
が
抗
体
陰
性

（
感
染
し
た
こ
と
が
な
い
状
態
）
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
院
内
感
染
に
対
す
る
標
準
的

予
防
策
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
医
師
や
看
護
師
も
防
護

を
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
患
者
か
ら
の
感
染

は
起
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、医
療
現
場
に

安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
調
査
の
範
囲
を
兵
庫
県

内
全
域
ま
で
広
げ
て
、
5
つ
の
病
院
と
検
診

施
設
の
受
診
者
約
１
万
人
を
対
象
に
抗
体
検

査
を
行
い
、
感
染
率
を
調
べ
ま
し
た
。
検
査

は
２
０
２
０
年
８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
実

施
し
、ウ
イ
ル
ス
中
和
抗
体
で
の
陽
性
率
は

0.
15
%
で
し
た
。
こ
の
値
は
、
基
本
的
に

無
症
候
者
の
割
合
を
示
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
同
時
に
未
感
染
者
も
多
く
注
意

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

の
研
究
は
兵
庫
県
と
一
緒
に
進
め
て
お
り
、

兵
庫
県
が
働
き
か
け
て
く
れ
た
お
陰
で
各

病
院
の
医
師
や
検
査
部
門
の
協
力
も
得
ら

れ
ま
し
た
。
神
戸
大
学
病
院
の
検
査
室
や

研
究
室
ス
タ
ッ
フ
、
学
生
た
ち
も
含
め
、
研

究
に
関
わ
る
全
て
の
人
た
ち
の
団
結
力
に
は

め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
今
、
重
視
し
て
い
る
研
究

テ
ー
マ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
重
症
化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
で

す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
点
は
、
重
症

化
す
る
と
恐
ろ
し
い
症
状
を
引
き
起
こ
す

こ
と
、
な
ぜ
若
い
人
に
無
症
状
ま
た
は
軽

症
の
人
が
多
く
て
、
高
齢
者
に
重
症
化
す

る
人
が
多
い
の
か
、
そ
こ
を
解
き
明
か
し

て
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
を
既
知
の
ウ
イ
ル

ス
に
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

抗
体
医
薬
や
ワ
ク
チ
ン
開
発
研
究
に
つ
い

て
も
進
め
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
だ
け
に
、
研
究

を
す
れ
ば
す
る
だ
け
新
し
い
発
見
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
治
療
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
研
究
者
が
基
礎
研
究
を
進
め
て
、
エ
ビ
デ

ン
ス
を
積
み
重
ね
、
そ
れ
ら
が
診
断
や
治
療

に
還
元
さ
れ
て
い
く
。
私
た
ち
臨
床
ウ
イ
ル

ス
学
の
研
究
者
は
、
そ
う
い
う
形
で
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

02「臨床ウイルス学」の視点

Field

Special Topic07

森 康子
大学院医学研究科 附属感染症センター 教授

MORI  Yasuko國谷 紀良
大学院システム情報学研究科 准教授

KUNIYA Toshikazu

特集 1   ウィズコロナ時代の大学の役割を模索
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感染者数が急増する予測（左のグラフ）に反し、実際には 4 月中旬から減少に転じた
（右のグラフ）。そこから緊急事態宣言下の人の接触率を割り出した。

新型コロナウイルス感染症に対する新規治療
薬の開発は緊急の課題です。通常、新規治療
薬候補の評価には感染性のあるウイルスを用
います。しかし、新型コロナウイルスは病原
性・感染性が高く危険なため、高度な病原体
封じ込め施設（BSL-3実験室）での使用しか認め
られておらず、治療薬開発の障害となってい
ます。そこで、私たちは新型コロナウイルス
の遺伝子を改変し、感染性のないコロナウイ
ルス遺伝子（レプリコン）を構築しました。
これにより、新規治療薬の評価が安全かつ簡
便に実施可能となりました。今後さらに改良
を加えることで、新型コロナウイルスに対す
る新薬開発の加速が期待されます。

大学院保健学研究科

小瀧 将裕
KOTAKI Tomohiro

「治療法・治療薬」の視点「ワクチン」の視点「情報発信」の視点「教育・教材」の視点 今回の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
のパンデミックに対しては、途上国も含めた
グローバルな感染制御が必要です。COVID-1９
制圧の有力なツールの一つとしてワクチンの
開発が大いに期待されていますが、ほとんど
のワクチンは注射剤で、針の廃棄の問題など
途上国での使用にはあまり適していません。
現在、私たちは代表的なプロバイオティクス
であるビフィズス菌を用いた経口ワクチンプ
ラットフォーム技術で、汎用性と安全性に優れ、
効果も高い経口COVID-19ワクチンの開発に取
り組んでいます。全世界の人々に、この新し
いワクチンを一日でも早く届けるために国や企
業の支援を受けて研究開発を進めています。

大学院
科学技術イノベーション研究科

白川 利朗
SHIRAKAWA Toshiro

観光産業はコロナの打撃を最も受けた領域で、
現在はマイクロツーリズム（近隣への短期旅
行）が再生の手段として注目されていますが、
長期的には海外からの個人旅行の取り込みがカ
ギになるといわれています。国際文化学研究
科では、グローバルとローカルが交差する文
化現象として観光を捉え直すいくつもの取り組
みを進めてきました。その中でも、神戸とユダ
ヤ世界の関係を物語る歴史資源の発掘を通じ
て、ユダヤ人観光客に魅力的なコンテンツを提
供することを目的としたプロジェクトは、
post/withコロナを見据えた政策課題へのチャ
レンジとして神戸市（大学発アーバンイノベー
ション神戸）の助成を受けています。

大学院国際文化学研究科

辛島 理人
KARASHIMA  Masato

コロナウィルス感染症により空間デザインは今
後パラダイムシフトを迎えると考えられます。
そこで、ポストコロナ時代を見据えた「はなれ
てつなぐ」アイディアを募集する公開コンペ
(対象空間：工学部オープンスペース、応募資
格：本学学生)を実施しました。審査の結果、
空間デザイン部門では最優秀賞1点、優秀賞2
点、技術提案部門では最優秀賞1点が選ばれま
した。受賞案の詳細と表彰式の様子(大村直人
工学研究科長より賞状授与)は、グラフィクス
リテラシー教育研究センターホームページ
（http://www.research.kobe-u.ac.jp/eng-glec/）
を参照ください。

大学院工学研究科

鈴木 広隆
SUZUKI  Hirotaka
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特集 2   神大 研究ズームアップ

昆
虫
の
防
衛
行
動
の
研
究

|
生
態
学
と
は
ど
ん
な
学
問
？

　
一
般
的
に
は
、
生
物
と
環
境
と
の
相
互

作
用
の
研
究
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
私
自
身

は
様
々
な
生
物
種
間
ま
た
は
同
種
の
個
体

同
士
の
関
係
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

|
生
物
学
と
の
違
い
は
？

　
生
態
学
も
生
物
学
の
一
分
野
で
す
。
生

物
学
の
多
く
の
分
野
で
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
な
ど
細

胞
以
下
の
レ
ベ
ル
の
研
究
が
行
わ
れ
る
の

に
対
し
、
個
体
レ
ベ
ル
以
上
を
主
に
扱
う

の
が
生
態
学
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
生
態
学
で
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
等
を
扱

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
環
境
中
の
炭
素

や
窒
素
の
循
環
を
研
究
す
る
こ
と
も
あ
る

な
ど
、
生
態
学
の
領
域
は
極
め
て
広
い
の

で
す
が
、
私
の
研
究
領
域
は
群
集
生
態
学

や
生
物
間
相
互
作
用
、
行
動
生
態
学
と

い
っ
た
分
野
に
な
り
ま
す
。
特
に
昆
虫
を

扱
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
昆
虫
生
態
学
と

い
う
言
い
方
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

|
農
学
研
究
科
で
生
態
学
を
研
究
し
、

教
え
る
意
義
は
？

　
私
が
在
籍
し
て
い
る
の
は
昆
虫
多
様
性

生
態
学
研
究
室
で
す
。
元
々
昆
虫
は
農
学

部
で
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

農
業
上
重
要
な
害
虫
を
制
御
す
る
た
め
に

研
究
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
昆
虫
学
が
ま
ず
農
学
部
の
中
に
あ
っ

て
、
私
は
昆
虫
を
材
料
と
し
た
生
態
学
の

研
究
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

|
昆
虫
多
様
性
生
態
学
の
研
究
内

容
は
？

　
第
一
に
、
ま
だ
正
式
に
学
問
的
な
名

前
が
つ
い
て
い
な
い
種
、
例
え
ば
新
種

を
記
載
す
る
分
類
学
。
第
二
に
、
ど
う

い
っ
た
種
が
、
い
か
に
多
様
に
、
地
球

上
も
し
く
は
農
業
生
態
系
に
存
在
す
る

か
を
記
載
し
て
い
く
生
物
多
様
性
科

学
。
第
三
に
、
昆
虫
が
ど
の
よ
う
な
生

態
や
行
動
を
と
る
か
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
生
態
学
と
い
う
分
野
か
ら
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
特
定
の
エ
リ
ア
に
ど
ん

な
害
虫
や
天
敵
が
、
ど
ん
な
構
成
で
生

息
し
て
い
る
か
を
調
べ
た
り
、
ど
う

い
っ
た
虫
が
植
物
の
花
粉
媒
介
に
関

わ
っ
て
い
る
か
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

　
害
虫
の
個
体
数
が
増
え
て
し
ま
う
理
由

の
一
つ
と
し
て
、
あ
ま
り
天
敵
に
食
べ
ら

れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
は

な
ぜ
、
ど
う
や
っ
て
食
べ
ら
れ
な
い
で
済

ん
で
い
る
の
か
。
私
は
昆
虫
が
天
敵
か
ら

身
を
守
る
た
め
の
術
＝
防
衛
行
動
に
興
味

を
持
っ
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

|
す
べ
て
が
農
業
生
産
に
関
わ
る

テ
ー
マ
？

　
も
と
も
と
は
そ
う
で
す
ね
。
実
際
に
は

そ
こ
か
ら
離
れ
て
、
純
粋
に
昆
虫
の
生
態

を
研
究
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
今
回

の
マ
メ
ガ
ム
シ
の
研
究
も
副
産
物
の
よ
う

な
も
の
で
、
ま
あ
ち
ょ
っ
と
面
白
い
話
と

し
て
、
お
茶
の
間
の
話
題
に
な
れ
ば
い
い

か
な
と
（
笑
）
。

マ
メ
ガ
ム
シ
は
い
か
に
し
て

カ
エ
ル
の
体
外
に
出
た
か

|
マ
メ
ガ
ム
シ
の
生
態
も
昔
か
ら
研
究

を
？

　
い
え
、
今
回
た
ま
た
ま
発
見
し
ま
し

た
。
数
年
前
か
ら
農
地
周
辺
に
生
息
す
る

様
々
な
昆
虫
類
の
防
衛
行
動
を
研
究
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
50
種
以
上
の
昆
虫
を
カ
エ

ル
に
与
え
て
、
昆
虫
が
カ
エ
ル
に
対
し
て
ど

ん
な
反
応
を
す
る
か
を
網
羅
的
に
調
べ
て
い

た
ん
で
す
。
水
槽
に
カ
エ
ル
と
虫
を
一
緒
に

入
れ
て
観
察
し
ま
す
。
カ
エ
ル
が
舌
で
昆
虫

を
捕
ら
え
る
の
は
一
瞬
な
の
で
、
昆
虫
が
ど

の
よ
う
に
防
衛
・
逃
避
し
て
い
る
の
か
、
ど

の
よ
う
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
確
か
め

る
た
め
に
、
動
画
を
撮
影
し
、
後
か
ら
ス

ロ
ー
で
再
生
し
て
調
べ
て
い
ま
す
。 マメガムシとは

鞘翅 ( コウチュウ ) 目ガムシ科に属する小型の昆虫で、体長は 3.8～5.0mm ほど。成虫は水田などで水草などを摂食し、普段は水中を
遊泳するが、水面に出て飛翔することもある。

|
マ
メ
ガ
ム
シ
が
カ
エ
ル
に
食
べ
ら
れ

て
か
ら
出
て
く
る
ま
で
に
平
均
１
・
６
時
間

か
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
予
め
脱
出
を
予
期

し
て
ず
っ
と
撮
影
を
？

　
実
は
２
年
ほ
ど
前
に
、
カ
エ
ル
に
食

べ
ら
れ
て
か
ら
数
十
分
後
に
口
か
ら
吐

き
出
さ
れ
て
生
還
す
る
虫
を
発
見
し
て

い
た
ん
で
す
。
ミ
イ
デ
ラ
ゴ
ミ
ム
シ
と

い
う
甲
虫
で
、
お
な
ら
と
い
う
か
、
お

尻
か
ら
化
学
物
質
を
出
し
、
カ
エ
ル
が

気
持
ち
悪
く
な
っ
て
吐
き
出
す
よ
う
仕

向
け
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
発
見
が
あ
っ

た
の
で
、
マ
メ
ガ
ム
シ
も
食
べ
ら
れ
た

後
、
体
外
に
出
て
く
る
可
能
性
は
想
定

し
て
い
ま
し
た
。

|
そ
れ
で
動
画
を
撮
り
続
け
て
、
数
時

間
後
に
発
見
さ
れ
た
？

　
最
初
は
動
画
を
撮
っ
て
い
な
か
っ
た
ん

で
す
。
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
１
時
間

半
ほ
ど
経
っ
た
後
で
見
る
と
、
カ
エ
ル
の
水

槽
に
マ
メ
ガ
ム
シ
が
い
た
わ
け
で
す
。
私
は

カ
エ
ル
が
虫
を
食
べ
る
度
に
毎
回
カ
エ
ル
の

口
を
開
け
て
、
虫
が
口
の
中
に
い
る
の
か
、

飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
確
認
し
て

い
る
ん
で
す
ね
。
マ
メ
ガ
ム
シ
は
確
か
に
カ

エ
ル
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
、
ミ
イ
デ

ラ
ゴ
ミ
ム
シ
の
よ
う
に
吐
き
出
さ
れ
た
の

か
、
お
尻
（
総
排
出
腔
※
）
か
ら
出
た
の

か
、
そ
の
時
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
、
あ
ら
た
め
て
マ
メ
ガ
ム
シ
の
動
画
を

撮
影
し
た
と
こ
ろ
、
お
尻
か
ら
出
た
こ
と
を

確
認
で
き
た
の
で
す
。

|
お
尻
か
ら
出
る
の
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
？

　
そ
う
で
す
ね
。
数
種
の
動
物
で
知
ら
れ
て

い
る
ん
で
す
が
、
だ
い
た
い
は
糞
と
一
緒
に

出
て
く
る
ん
で
す
。
カ
エ
ル
に
食
べ
ら
れ
た

昆虫の生態研究から広がる可能性
カエルに捕食されても体内から生還する昆虫を発見

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
を
2
0
0
4
年
に
修
了
し
、
森
林

総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
等
を
経
て
2
0
1
3
年
よ
り
現
職
。

専
門
は
生
態
学
。
在
来
種
と
外
来
種
の
関
係
や
、
種
間
相
互
作
用

に
着
目
し
た
昆
虫
の
生
態
系
機
能
の
解
明
に
よ
り
、
日
本
生
態
学

会
宮
地
賞
、
日
本
昆
虫
学
会
若
手
奨
励
賞
を
受
賞
。

昆
虫
類
を
中
心
に
、
植
物
、
鳥
類
、
哺
乳
類
、
両
生
類
、
菌
類
、

変
形
菌
類
な
ど
様
々
な
生
物
と
の
関
係
を
研
究
し
て
い
る
。

SU
G

IU
RA

 Shinji

杉
浦 

真
治

interview
ee

大
学
院
農
学
研
究
科 

准
教
授

　カ
エ
ル
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
数

時
間
後
に
お
尻
の
穴
か
ら
脱
出
し
、
そ
の

ま
ま
生
き
て
活
動
を
続
け
る
、
そ
ん
な
昆

虫
を
発
見
し
た
農
学
研
究
科
・
杉
浦
真
治

准
教
授
の
研
究
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。※

そ
の
昆
虫
と
は
、
上
の
写
真
の
マ
メ
ガ
ム

シ
で
、
本
州
以
南
な
ら
水
田
に
普
通
に
見

ら
れ
る
小
さ
な
甲
虫
だ
。

　杉
浦
准
教
授
は
こ
の
虫
に
限
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
昆
虫
や
植
物
な
ど
の
生
物
間
相

互
作
用
を
、
生
態
学
の
視
点
か
ら
研
究
し

て
い
る
。
今
回
の
マ
メ
ガ
ム
シ
の
研
究
に

つ
い
て
は
「
昆
虫
の
お
も
し
ろ
生
態
の
発

見
」
と
自
ら
評
す
が
、
食
う
食
わ
れ
る
関

係
に
代
表
さ
れ
る
生
物
間
相
互
作
用
の
研

究
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
生
態
系
の
保
全
・

維
持
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

ま
た
、
動
植
物
の
形
態
や
そ
の
機
能
を

研
究
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
持
つ
構

造
や
性
質
な
ど
を
工
業
製
品
等
に
応
用

す
る
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
分
野
で
、

人
間
社
会
に
貢
献
す
る
製
品
作
り
に
活
用

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
様
々
な

可
能
性
を
秘
め
た
昆
虫
研
究
の
一
端
を
、

杉
浦
准
教
授
に
聞
い
た
。

トノサマガエルやその他のカエル4種（トウキョウダルマガエ
ル、ツチガエル、ヌマガエル、ニホンアマガエル）に飲み込
まれても、高い確率でカエルのお尻の穴（総排出腔）から生
きて脱出することを発見。※

マメガムシによるカエル5種からの脱出成功率

ト
ノ
サ
マ

ガ
エ
ル

ト
ウ
キ
ョ
ウ

ダ
ル
マ

ガ
エ
ル

ツ
チ
ガ
エ
ル

ヌ
マ
ガ
エ
ル

ニ
ホ
ン
ア
マ

ガ
エ
ル

100

80

60

40

20

0

総
排
出
腔
か
ら
の
脱
出
成
功
（
％
）
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で
す
。
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
１
時
間

半
ほ
ど
経
っ
た
後
で
見
る
と
、
カ
エ
ル
の
水

槽
に
マ
メ
ガ
ム
シ
が
い
た
わ
け
で
す
。
私
は

カ
エ
ル
が
虫
を
食
べ
る
度
に
毎
回
カ
エ
ル
の

口
を
開
け
て
、
虫
が
口
の
中
に
い
る
の
か
、

飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
確
認
し
て

い
る
ん
で
す
ね
。
マ
メ
ガ
ム
シ
は
確
か
に
カ

エ
ル
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
、
ミ
イ
デ

ラ
ゴ
ミ
ム
シ
の
よ
う
に
吐
き
出
さ
れ
た
の

か
、
お
尻
（
総
排
出
腔
※
）
か
ら
出
た
の

か
、
そ
の
時
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
、
あ
ら
た
め
て
マ
メ
ガ
ム
シ
の
動
画
を

撮
影
し
た
と
こ
ろ
、
お
尻
か
ら
出
た
こ
と
を

確
認
で
き
た
の
で
す
。

|
お
尻
か
ら
出
る
の
は
珍
し
い
ケ
ー

ス
？

　
そ
う
で
す
ね
。
数
種
の
動
物
で
知
ら
れ
て

い
る
ん
で
す
が
、
だ
い
た
い
は
糞
と
一
緒
に

出
て
く
る
ん
で
す
。
カ
エ
ル
に
食
べ
ら
れ
た

昆
虫
は
、
通
常
体
内
で
消
化
さ
れ
て
だ
い
た

い
１
〜
２
日
後
に
糞
と
し
て
体
外
に
出
る
の

で
す
が
、
今
回
の
マ
メ
ガ
ム
シ
は
数
分
か
ら

最
長
で
も
６
時
間
以
内
に
生
き
て
出
て
き
て

い
た
の
で
、
糞
と
一
緒
に
出
る
の
を
待
た
ず

に
、
能
動
的
に
脱
出
し
た
か
、
も
し
く
は
カ

エ
ル
の
排
便
を
誘
導
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
私
は
立
て
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
例
は
初
め
て
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

|
今
後
、
ど
の
よ
う
に
排
便
を
促
す
か

の
研
究
を
？

　
足
を
動
け
な
い
よ
う
に
し
た
マ
メ
ガ
ム

シ
を
カ
エ
ル
に
与
え
た
場
合
は
、
体
外
に

出
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

確
実
な
こ
と
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

マ
メ
ガ
ム
シ
が
出
す
化
学
物
質
で
は
な

さまざまな生物間相互作用の解明を目指す

く
、
脚
や
動
き
に
よ
っ
て
排
便
を
促
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
人
が
使
う
座
薬
タ
イ
プ
の
下
剤

は
、
お
尻
か
ら
直
腸
に
入
れ
る
こ
と
で
ガ

ス
を
発
生
さ
せ
、
腸
管
に
圧
力
を
与
え
る

こ
と
で
排
便
を
促
し
ま
す
。
マ
メ
ガ
ム
シ

も
動
き
に
よ
っ
て
カ
エ
ル
の
腸
管
に
圧
力

を
か
け
て
排
便
を
誘
導
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
マ
メ

ガ
ム
シ
が
総
排
出
腔
か
ら
這
い
出
て
き
て

い
る
よ
う
な
動
画
も
撮
影
し
て
い
る
の

で
、
自
力
で
出
て
く
る
可
能
性
も
完
全
に

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
マ
メ
ガ
ム

シ
の
体
は
硬
く
流
線
型
で
、
そ
う
い
っ
た

体
の
構
造
が
カ
エ
ル
の
消
化
液
に
耐
え
て

総
排
出
腔
か
ら
出
て
く
る
の
に
役
立
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

|
ど
う
や
っ
て
カ
エ
ル
の
体
内
で
の
振

る
舞
い
を
確
認
す
る
？

　
海
外
に
は
皮
膚
が
半
透
明
な
カ
エ
ル
が

い
る
ん
で
す
。
外
か
ら
で
も
内
臓
が
透
け

て
見
え
る
の
で
、
マ
メ
ガ
ム
シ
を
そ
の
カ

エ
ル
に
食
べ
さ
せ
れ
ば
カ
エ
ル
体
内
で
の

動
き
も
観
察
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
内
で
も
変
異
体
を
使
っ
て
皮
膚

が
半
透
明
な
カ
エ
ル
が
開
発
さ
れ
た
例
も

あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
ら
を
利
用
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

昆
虫
の
研
究
が
社
会
貢
献
に

つ
な
が
る
？

|
先
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
昆
虫
や
植
物
を

研
究
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
追
求

し
て
い
る
テ
ー
マ
は
？

　
し
ば
ら
く
は
昆
虫
の
防
衛
行
動
を
テ
ー

マ
に
、
腰
を
落
ち
着
け
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
特
定
の
害
虫
が
な
ぜ
個

体
数
を
増
や
す
の
か
、
天
敵
に
対
す
る
防
衛

行
動
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
で
す
ね
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
何
か
面
白
い
社
会
貢

献
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
私
が
自
身
の
研
究
に
よ
っ
て
直
接
貢

献
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
私
の
研
究
成
果

を
他
の
研
究
者
に
も
応
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
例
え
ば
生
物
の
形
態

形
質
や
機
能
を
模
倣
す
る
こ
と
で
新
た
な

工
業
製
品
を
生
み
出
す
バ
イ
オ
ミ
メ

テ
ィ
ッ
ク
ス
と
い
う
分
野
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
分
野
に
、
昆
虫
の
研
究
が
利
用

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
ん
で
す
。

|
例
え
ば
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
生
か
す
と

か
？

　
そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
一
例
を
挙
げ
る

と
、
砂
漠
に
生
息
す
る
あ
る
甲
虫
は
、
朝

方
の
霧
が
出
る
と
き
に
空
気
中
の
水
分
を

体
の
表
面
で
受
け
止
め
、
水
滴
に
し
て
自

ら
飲
む
ん
で
す
。
そ
の
虫
の
体
表
面
の
構

造
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
物
質
的
に

再
現
す
る
こ
と
で
、
砂
漠
で
も
水
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
る
シ
ー
ト
や
ボ
ト
ル
が
開

発
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昆
虫
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
ヤ
モ
リ
が
ツ
ル
ツ
ル
の

壁
面
で
も
自
在
に
登
っ
て
い
け
る
理
由

は
、
足
の
裏
に
密
に
生
え
る
あ
る
微
細
な

毛
が
フ
ァ
ン
デ
ル
ワ
ー
ル
ス
力
（
分
子
と

分
子
の
間
で
働
く
引
力
）
を
生
み
出
し
壁

面
に
吸
着
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
う
し

た
ヤ
モ
リ
の
足
の
裏
の
毛
を
模
倣
し
た
接

着
部
を
も
つ
テ
ー
プ
が
実
際
に
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。

|
先
生
の
研
究
は
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ

ク
ス
に
お
け
る
ヒ
ン
ト
の
宝
庫
で
は
？

　
私
自
身
に
工
学
的
知
識
が
な
い
の
で
、

商
品
化
に
直
結
す
る
提
案
ま
で
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
に
つ
な
が

れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
社
会
貢
献
と
い
う
面
で
は
、
生
物
間
相

互
作
用
の
研
究
は
、
自
然
生
態
系
の
保

全
に
も
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と

い
う
の
は
、
生
物
間
の
相
互
作
用
が
ど

う
い
う
構
造
で
あ
れ
ば
外
部
か
ら
の
影

響
に
強
い
の
か
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
自
然
が
豊
か
な

森
に
は
、
外
来
生
物
の
侵
入
を
阻
止
す

る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
外
来
種
の
昆

虫
が
入
っ
て
き
て
も
、
そ
れ
を
捕
食
す
る

動
物
が
い
た
り
、
外
来
種
の
植
物
を
追
い

出
す
、
競
争
力
の
強
い
木
や
草
が
生
え
て

い
た
り
。
言
い
換
え
れ
ば
、
生
物
間
の
競

争
や
食
う
・
食
わ
れ
る
の
関
係
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
い
る
か
ら
外
来
生
物
も
入
れ

な
い
わ
け
で
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
豊
か

な
森
に
は
特
定
の
種
の
増
加
や
絶
滅
に
対

し
て
も
そ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
効

果
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
競

争
や
食
う
・
食
わ
れ
る
の
関
係
も
含
め
た

多
種
多
様
な
種
か
ら
な
る
生
物
間
相
互
作

用
を
研
究
し
て
い
る
と
、
ど
う
い
っ
た
生

態
系
が
強
い
の
か
が
感
覚
と
し
て
わ
か
り

ま
す
し
、
理
論
的
に
も
説
明
可
能
に

な
っ
て
き
ま
す
。

|
壮
大
な
テ
ー
マ
で
す
ね
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

マメガムシによるトノサマガエルの
総排出腔からの脱出

1

2

3

4

5

マメガムシは15個体中14個体がカエルの総排出腔から生き
て脱出し、1個体が死んで排出された。また、別のガムシ科
の一種であるキベリヒラタガムシは捕食された13個体すべ
てが死んで排出された。

マメガムシがトノサマガエルに捕食された後に
排出されるまでの時間

※総排出腔……未消化物、尿、卵、精子が排出される単一の穴。軟骨魚類、両生類、爬虫類、鳥類のほとんどに見られ、一部の哺乳類も有する。
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神大生の挑戦

戦挑
神大生の 神戸の学生と企業がつながる

きっかけを作り出す ［̶Re-VOL.］

|
主
な
事
業
内
容
は
？

岸
野

　学
生
へ
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
の
紹
介

や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
学
生

生
活
に
新
た
な
楽
し
み
方
を
提
案
す
る
ア
プ

リ
の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
以
前
は
イ
ン
タ
ー
ン
紹
介
の
事
業
の
み
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
つ
の
事
業
だ
け
で

は
、
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
こ
と
が
起
き
た
と
き
に
売
上
が
立
た
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
経
営
の
幅
を
拡
げ
て

い
こ
う
と
方
針
転
換
し
ま
し
た
。

岩
田

　イ
ベ
ン
ト
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
の
前
段
階

と
し
て
、
企
業
と
学
生
が
集
ま
っ
て
会
議
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
で
会
っ
た
企
業
と
学
生
の
相
性
が
良
か
っ
た

り
、
考
え
が
似
て
い
た
り
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま

イ
ン
タ
ー
ン
採
用
に
つ
な
が
る
流
れ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

岸
野

　ア
プ
リ
の
内
容
も
、
今
は
学
生
が
感

じ
て
い
る
学
生
生
活
へ
の
物
足
り
な
さ
を
、

ど
う
す
れ
ば
充
実
し
た
も
の
に
で
き
る
か
と

い
う
点
か
ら
機
能
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
将

来
的
に
は
企
業
を
巻
き
込
ん
で
、
イ
ベ
ン
ト

の
募
集
や
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
を
行
う
予
定

で
す
。

　ど
の
事
業
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
も
の

と
基
本
的
な
軸
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
学
生
と

企
業
の
間
の
敷
居
を
低
く
し
て
、
気
軽
に
会

え
る
よ
う
な
場
所
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

|
起
業
し
た
き
っ
か
け
は
？

岸
野

　も
と
も
と
起
業
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
大
学
を

卒
業
し
て
何
年
か
会
社
で
働
い
て
か
ら
、
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
経
営
学
部
に
入
学

し
ま
し
た
。
一
回
生
の
と
き
に
東
京
へ
行
っ

て
勉
強
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
東
京
で
は
長
期

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
神
戸

で
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
い
と
思
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
神
戸
で
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
ほ
と
ん
ど

ゼ
ロ
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
こ
の
事
業
を

や
っ
て
み
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

た
ま
た
ま
隣
の
席
で
仲
良
く
な
っ
た
岩
田
に

話
し
た
ら
乗
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

岩
田

　彼
（
岸
野
）
の
考
え
を
聞
い
て
「
そ

れ
は
で
き
る
な
、
や
っ
て
み
よ
う
！
」
と
い

う
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

|
会
社
を
経
営
す
る
う
え
で
、
大
変
だ
っ

た
こ
と
や
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
？

岩
田

　学
生
を
紹
介
し
た
企
業
の
方
か
ら

「
す
ご
く
い
い
学
生
で
、
今
こ
う
い
う
風
に

や
っ
て
る
よ
」
と
か
、
学
生
か
ら
「
イ
ン

タ
ー
ン
が
楽
し
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
と
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
逆
に
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
、
営
業
に
行
っ
た
と
き
に
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
自
体
を
な
か
な
か
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
、
シ
ス
テ
ム
的
に
無

理
と
言
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
僕
た
ち

は
良
い
と
思
っ
て
紹
介
す
る
の
で
、
そ
れ
を

否
定
さ
れ
た
と
き
は
シ
ョ
ッ
ク
で
す
が
、
い

つ
か
契
約
し
て
く
だ
さ
る
企
業
が
多
く
な
っ

て
、
あ
の
と
き
断
ら
れ
た
企
業
に
自
分
か
ら

や
り
た
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
成
長
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岸
野

　今
ま
で
で
一
番
き
つ
か
っ
た
の
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
4
月
か
ら
8
月
頃
ま
で
売

上
が
全
く
立
た
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
流

行
前
に
は
、
私
た
ち
の
事
業
へ
多
く
の
企
業

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
い

ざ
イ
ン
タ
ー
ン
の
募
集
を
か
け
よ
う
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
で
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
関
係
な
い

か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
参
加
し
て
も

ら
っ
て
い
た
企
業
が
採
用
・
人
材
へ
の
コ
ス

ト
削
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
私
た
ち
の
会
社

も
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
メ
ン

バ
ー
と
毎
日
会
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
よ

う
か
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
一
度
こ
れ
で

や
っ
て
み
よ
う
と
決
め
て
も
、
ま
た
ふ
り
出

し
に
戻
る
。
そ
の
繰
り
返
し
で
、
や
っ
と
自

信
を
も
っ
て
始
め
ら
れ
た
の
が
今
回
の
ア
プ

リ
で
し
た
。
今
後
は
ア
プ
リ
の
運
用
が
中
心

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

|
今
後
の
目
標
は
？

岸
野

　ま
ず
は
ア
プ
リ
を
必
ず
成
功
さ
せ
る
こ

と
で
す
。
も
っ
と
企
業
と
学
生
と
の
壁
を
低
く

し
て
、
学
生
は
自
分
の
進
路
や
や
り
た
い
こ
と

を
見
つ
け
る
、
企
業
は
学
生
の
力
を
借
り
て
課

題
を
解
決
す
る
、
と
い
う
仕
組
み
を
広
め
て
い

き
た
い
で
す
。

　そ
し
て
起
業
す
る
学
生
を
増
や
し
、
神
戸

の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
て
、
そ
こ
か
ら
日
本

の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

岩
田

　神
戸
大
学
の
学
生
が
、
自
分
た
ち
の

大
学
は
企
業
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
、
と
い

う
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
例
え
ば
他
の
大
学
で
あ
れ
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
が
強
か
っ
た
り
、
起
業
家
が
多

か
っ
た
り
と
、
学
生
が
自
慢
で
き
る
こ
と
が

い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
ま
ず
は
学
生
が
い
ろ
い
ろ
な
企
業
と
い

ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
て
い
る
、
と

い
う
認
識
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の

先
で
、
企
業
と
も
っ
と
こ
う
い
う
こ
と
が
し

た
い
と
い
っ
た
、
自
己
主
張
を
し
て
い
け
る

学
生
が
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

|
最
後
に
高
校
生
や
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

岸
野

　神
戸
大
学
は
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が

用
意
さ
れ
て
い
て
、
経
営
学
部
に
も
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、
環
境
と
し
て
は
何
で
も
そ
ろ
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
や
街
並

み
も
と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。

岩
田

　僕
も
経
営
学
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す

ご
く
豊
富
だ
と
感
じ
ま
す
。
大
学
は
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
場
所
な
の
で
、
や

り
た
い
こ
と
を
や
る
の
が
一
番
か
な
と
思

い
ま
す
。

・ユーザーを集めてイベントを開催・学内の個人を検索してメッセージを送る・共通点のある学生とつながる

「地元の魅力的な企業と学生をつなぎたい」と、学生への長期インターンの紹介やイベント企画を行う「Re-VOL」を起業した。
業界、職種の理解に加え、インターンでは社員に近い仕事を任されて成長を実感できる利点もあるといい、今後の事業拡大などに
ついて、創業者の岸野匡兼さん（CEO・経営学部3年）と岩田智靖さん（共同創業者・経営学部3年）に聞いた。

オンラインの学生生活に新たな楽しみ方を提案するアプリ「FAVOR」

神大生の挑戦 1213 kaze Vol.16

経営学部 経営学科 3年

岩田 智靖  IWATA Tomoyasu
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|
開
始
当
初
か
ら
変
わ
っ
た
点
は
？

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
が
よ
り
充
実
し
た
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
外
国
人
教
員
３
名
の
輪
番
制
に
よ
っ
て
英
語
で

行
わ
れ
る
授
業
「
日
欧
比
較
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
多
く
の
学

生
が
関
心
を
持
つ
移
民
問
題
や
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
な
ど
を

テ
ー
マ
に
加
え
、
日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）・
戦

略
連
携
協
定
（
Ｓ
Ｐ
Ａ
）
に
よ
る
日
欧
関
係
の
将
来
も
見

通
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
換
留
学
生
に

と
っ
て
日
本
人
学
生
と
交
流
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と

な
っ
て
お
り
、
抽
選
が
必
要
に
な
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

国際教育総合センター　
プログラムコーディネート部門　准教授

橋田 力 HASHIDA  Tsutomu

型
の
授
業
を
通
じ
て
、
日
本
と
Ｅ
Ｕ
と
の
次
代
を
担
う
世

代
間
の
交
流
が
日
欧
関
係
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

|
そ
の
他
の
特
色
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
Ｋ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｓ
で
の
学
び
を
現
地
で
の
実
体
験
を
通
じ
て
深

め
る
機
会
と
し
て
、
欧
州
で
の
学
外
学
修
を
含
む
「
Ｅ
Ｕ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
コ
ー
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
で
は
、欧
州
議
会
の
グ
ル
ー
プ
見
学
を
始
め﹇
写

真
１
﹈、
欧
州
委
員
会
ベ
ル
レ
モ
ン
本
部
ビ
ル
内
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
の
展
示
を
見
た
後
に
本
学
に
来
た
こ
と
の
あ
る
若

手
職
員
と
交
流
し
ま
し
た
。
欧
州
対
外
行
動
庁（
Ｅ
Ｅ
Ａ
Ｓ
）

で
文
民
支
援
部
長
（
元
駐
日
欧
州
連
合
代
表
部
公
使
）
か
ら

国
際
紛
争
後
の
文
民
支
援
に
つ
い
て
、
欧
州
経
済
社
会
評
議

会
で
は
対
日
コ
ン
タ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
代
表
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ａ
に

係
る
市
民
社
会
の
動
き
に
つ
い
て
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た﹇
写
真
2
﹈。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、欧
州
復
興
開
発
銀
行（
Ｅ

Ｂ
Ｒ
Ｄ
）
の
日
本
人
職
員
か
ら
日
本
人
と
し
て
国
際
機
関
で

働
く
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
（
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

た
め
現
地
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
変
更
）、
神
戸
大
学
ロ
ン

ド
ン
同
窓
会
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
か
ら
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
﹇
写
真
3
﹈。
他
に
も
国
際
労
働
機
関（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
ト
リ
ノ

研
修
セ
ン
タ
ー
（
イ
タ
リ
ア
）
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ル
ー

ヴ
ェ
ン
大
学
（
ベ
ル
ギ
ー
）
で
の
合
同
ゼ
ミ
﹇
写
真
4
﹈
に

参
加
し
た
り
、
メ
ヘ
レ
ン
（
ベ
ル
ギ
ー
）
に
お
け
る
移
民
の

社
会
統
合
に
関
す
る
聴
取
や
、環
境
都
市
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク（
ド

イ
ツ
）
の
先
駆
的
な
都
市
デ
ザ
イ
ン
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
取
組
の
視
察
な
ど
、
学
生
が
自
ら
課
題
を
設

定
し
て
学
外
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
英
語
に
よ
る
授
業
を
十
分
に
理
解
し
、
欧
州
で
の
学
外

学
修
を
行
う
に
は
語
学
力
の
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
た
め
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
に
よ
る
春
休
み
と
夏
休
み

の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
英
語
集
中
コ
ー
ス
と
夏
休
み
の
フ
ラ
ン

ス
語
・
ド
イ
ツ
語
集
中
コ
ー
ス
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
授
業
外
の
学
修
支
援
と
し
て
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ

ス
タ
ン
ト
（
Ｔ
Ａ
）
を
交
え
た
自
主
学
習
会
や
留
学
に
関

す
る
個
別
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

|
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
生
の
様
子
に
つ
い
て

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
部
２
年
生
の
前
期
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
最
初
は
、
英
語
に
よ
る
授
業
や
交
換
留
学
生
と
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
戸
惑
う
よ
う
で
す
が
、
徐
々
に
慣

れ
て
留
学
前
に
は
必
要
と
な
る
語
学
力
や
ス
タ
デ
ィ
・
ス

キ
ル
を
着
実
に
身
に
付
け
て
い
ま
す
。
学
部
３
年
生
の
後

期
か
ら
１
年
な
い
し
半
年
間
の
交
換
留
学
に
行
き
ま
す
。

多
く
の
学
生
に
と
っ
て
初
め
て
の
留
学
生
活
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
欧
州

各
地
に
散
ら
ば
る
Ｋ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｓ
生
同
士
の
連
帯
と
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
た
神
戸
か
ら
の
支
援
で
乗
り

切
っ
て
い
ま
す
。
交
換
留
学
か
ら
帰
っ
て
き
た
Ｋ
Ｕ
Ｐ
Ｅ

Ｓ
生
の
成
長
ぶ
り
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

卒
業
後
、官
庁
や
企
業
、新
聞
社
な
ど
多
彩
な
進
路
を
歩
み
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
学
院
か
ら
Ｋ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｓ
に
参
加
し
、
本
学
と

ル
ー
ヴ
ェ
ン
大
学
の
双
方
の
大
学
院
で
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ

リ
ー
を
取
得
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
国
際
機
関

や
多
国
籍
企
業
な
ど
で
の
就
職
を
目
指
し
て
大
学
院
へ
の

進
学
を
考
え
る
学
生
も
増
え
て
お
り
、
今
後
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
を
取
得
す
る
学
生
が
増
え
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

|
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
」
を
見
据
え
た
今
後
の

展
開
や
、
求
め
る
学
生
像
は
？

　
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
共
修
の
可
能
性
を
検
討
し
つ
つ
、
い
つ
留

学
が
再
開
さ
れ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
拡
充
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
欧
州
を
一
つ
の
起
点
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
た
い
学
生

に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
応
募
の
際
は
、
志
望
動
機
と

意
欲
を
重
視
し
て
お
り
、
語
学
力
は
入
っ
て
か
ら
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
他
学
部
の
学
生
と
知
り
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
中
で

学
際
的
に
学
び
、
世
界
に
視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

1

3

4

2

EUエキスパート人材養成プログラム
「ＫＵＰＥＳ」の現在

　
Ｅ
Ｕ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム「
Ｋ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｓ
」は
、
国
際
文
化
／
国
際
人
間
科
学
・
法
・
経
済
の
学
部
・

研
究
科
の
学
生
が
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）を
主
と
し
た
欧
州
に
関
し
て
、
多
面
的
か
つ
体
系
的
に
学
べ
る
よ
う
に
、
神
戸

大
学
が
独
自
に
開
発
し
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
２
０
１
４
年
度
に
開
始
し
、
今
年
７
年
目
を
迎
え
た
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
在
に
つ
い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
橋
田
准
教
授
に
聞
い
た
。

KOBE教育

Kobe University Programme for 
European Studies

国際人間科学部
KUPES 5期生

岩本 巴菜
NISHIO Kengo IWAMOTO Hana

　KUPESの魅力は、留学を見据えて勉強ができること、そして人

のつながりができることです。

　KUPESの授業は、留学生を交えた英語でのグループ・ディス

カッションやプレゼンテーションを中心に行われるので、日本に

いながら留学先での授業を疑似体験し、慣れておくことができま

す。また、２年生後期にEUフィールドワークに参加し、欧州に

ある国際機関を訪問し、留学先であるベルギーのルーヴェン大学

でも合同ゼミを通じて現地の学生と交流することができました。

　人のつながりに関しては、留学生と他学部の学生と親交を結

び、さらにコーディネーターの先生とも深く相談できる関係を

築くことができたので、KUPESの授業や留学中もたくさん助けて

いただきました。

　３年生後期から１年間、ルーヴェン大学に留学しました。よ

く学び、よく遊ぶ優秀な学生、有名な教授、質の高い授業がそ

ろっていて、日々、刺激を受けながら学ぶことができました。

大学での学びと現地での生活の両方が充実しており、これまで

で最も学生らしさを感じた貴重な時間をルーヴェンで過ごすこ

とができました。

　現在は、留学中に訪問したベルギー王立中央アフリカ博物館

における植民地時代の負の遺産への対応について、卒業論文を

書き始めています。

　大学生の間に留学することを考えていた私にとって、KUPESは

最適なプログラムでした。「日欧比較セミナー」では、３年生後

期から留学するヨーロッパについて理解を深めます。この授業

には多くの留学生も参加しており、親しくなった留学生を通じ

てヨーロッパの大学事情を知ることができました。春・夏の英

語集中コースなど語学面での支援も手厚いため、留学に必要な

語学試験のスコア獲得につながりました。

　EUフィールドワークでは、約2週間ヨーロッパを訪問しまし

た。トリノにある国際労働機関（ILO）研修センターでのワーク

ショップやブリュッセルでの欧州議会の見学など貴重な経験を

得ました。同時にヨーロッパの雰囲気や治安、そこに住む人々

の人柄など、実際に足を踏み入れることでしか分からないこと

を学び、留学の心構えを持つことができました。

　留学先の英国エセックス大学では、国際関係学や開発経済学

を学びました。高いレベルの授業に苦戦することも多々ありま

したが、KUPESの授業で英語に慣れ、アカデミック・ライティン

グも経験していたことが大きく役に立ちました。留学を通して

出会った人々はかけがえのない存在です。

　これからは海外での経験や、そこで学んだことを活かすことができ

るような進路を選びたいと考えております。KUPESの授業から留学ま

でを通して経験したことは、大学生活での大きな財産となりました。

法学部
KUPES 5期生

西尾 健吾

KOBE教育 1415 kaze Vol.16
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不
動
産
業
界
を
知
る
た
め
、
1
年
間
の
休
学
を

決
め
た
の
で
す
。

|
そ
の
時
に
、
現
在
の
職
場
も
訪
問
さ
れ
た
の

で
す
ね
。

　
そ
う
で
す
。
ク
ジ
ラ
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
生
だ
け

で
民
泊
の
会
社
を
運
営
し
ま
し
た
。
僕
は
主
に

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
民
泊
が
規
制
さ
れ
始
め
た
時
代
で
し

た
の
で
、
会
社
は
宿
泊
業
へ
と
事
業
転
換
を
し

ま
し
た
。
そ
う
し
て
で
き
た
の
が
、「
S
E
K
A
I 

H
O
T
E
L
」
で
す
。
僕
は
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
事
業
構
想
を
形
に
し
て
い
く
こ
と
に

腐
心
し
ま
し
た
。
空
家
を
見
つ
け
、
持
ち
主
を
探

し
出
し
て
、
交
渉
し
て
…
…
と
、
事
業
の
立
ち

上
げ
が
、
い
か
に
地
道
な
工
程
の
積
み
重
ね
で

あ
る
か
を
学
ん
だ
時
間
で
し
た
ね
。

|
「
S
E
K
A
I 

H
O
T
E
L
」
と
は
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
事
業
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
一
言
で
い
え
ば
、〝
ま
ち
ご
と
ホ
テ
ル
〞で

す
。
全
機
能
が
別
個
の
建
物
に
分
散
さ
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。
駅
に
到
着
し
た
お
客
さ
ん

は
、
駅
近
く
の
建
物
に
あ
る
フ
ロ
ン
ト
で

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
ス
タ
ッ

フ
が
宿
泊
部
屋
の
あ
る
別
の
建
物
ま
で
案
内
し

ま
す
。
食
事
は
街
の
飲
食
店
で
、
お
風
呂
も
街

の
銭
湯
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
〝
ま
ち
全
体
で
１
つ
の
ホ
テ
ル
〞を
、
大
阪

の
西
九
条
と
布
施
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

|
入
社
の
決
め
手
は
何
で
す
か
？

　
2
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ
は
自
分
の
タ
イ
プ
と

合
っ
て
い
た
こ
と
で
す
ね
。
僕
は
し
た
い
こ
と

が
山
ほ
ど
出
て
く
る
性
格
な
の
で
、
そ
れ
ら
を

手
広
く
扱
え
る
会
社
が
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
ク
ジ
ラ
は
、
中
核
事
業
で
あ
る
不
動
産

に
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
社
会
課

題
の
解
決
を
図
る
企
業
で
す
。
だ
か
ら
、
解
決

で
き
る
こ
と
が
多
く
、
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦

し
や
す
い
の
で
す
。

　
2
つ
目
は
、
ク
ジ
ラ
が
成
長
途
中
の
企
業
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
第
二
創
業
期
の
さ
な
か
に
あ

り
、
メ
ン
バ
ー
も
若
い
人
が
多
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

伸
び
る
の
が
目
に
見
え
て
い
ま
す
し
、
自
分
た
ち

で
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
企
業
成
長

の
当
事
者
と
な
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

|
仕
事
の
や
り
が
い
は
？

　
住
宅
購
入
で
は
、
ま
ず
物
件
を
探
す
と
こ
ろ

に
始
ま
っ
て
、
物
件
が
決
ま
っ
た
ら
工
事
の
話

を
進
め
て
い
く
の
で
す
が
、
と
に
か
く
決
め
る

|
ど
の
よ
う
な
学
生
生
活
を
過
ご
さ
れ
た
の

で
す
か
。

　
課
外
活
動
に
重
き
を
置
い
た
学
生
生
活
で
し

た
ね
。
入
学
当
初
か
ら
1
年
半
、
生
協
学
生
委

員
会
（
通
称
G
I
）
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

G
I
で
は
「
学
生
目
線
で
い
か
に
し
て
利
益
を

還
元
す
る
か
」
と
い
う
課
題
へ
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
企
画
作
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
大
組
織
ゆ
え
に

ル
ー
ル
の
中
で
し
か
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
新
し
い
こ
と
を
生
み
出
す
に
は
向

い
て
い
な
い
と
思
い
、
退
部
し
ま
し
た
。

　
G
I
を
辞
め
て
か
ら
1
年
間
は
、
一
番
勉
強

し
た
期
間
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
勉
強
を

続
け
て
い
く
う
ち
に
、
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た

ん
で
す
。
僕
が
や
り
た
い
こ
と
は
、
授
業
で
学

ぶ
こ
と
は
難
し
い
ん
だ
な
っ
て
。

　
建
築
学
を
専
攻
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

基
本
姿
勢
は
、
構
造
や
環
境
、
法
律
な
ど
の
分

野
を
分
担
し
て
一
つ
の
大
き
な
建
物
を
つ
く
り

上
げ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
で
も
僕
は
、
全

て
を
く
ま
な
く
勉
強
し
て
、
十
分
に
理
解
し
た

上
で
作
る
と
い
う
工
程
、
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
や
り
た
か
っ
た
。
同
時
に
建
築
は
不

動
産
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
て
、
な
ん
で
不
動

産
と
建
築
っ
て
こ
ん
な
に
明
確
に
分
か
れ
て
い

る
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
疑
問
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
実
際
に
ま
だ
触
れ
た
こ
と
の
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
床

材
や
壁
紙
、
照
明
、
こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
、
種

類
や
色
、
配
置
な
ど
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
話
し
合
い
の
中
で
、
お
客
さ
ん
の

理
想
を
汲
み
取
っ
て
、
そ
こ
に
近
づ
け
る
よ
う

提
案
し
ま
す
。
自
分
の
中
で
「
こ
れ
が
こ
の
人

に
と
っ
て
は
い
い
だ
ろ
う
な
」
と
考
え
て
提
示

し
た
案
を
す
ご
く
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
り
、

「
山
根
さ
ん
が
お
ら
ん
か
っ
た
ら
不
動
産
を

買
っ
て
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
り

し
た
と
き
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。

|
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
購
入
は
人
生
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

人
生
に
は
波
が
あ
り
ま
す
が
、
波
で
い
う
と
山

の
部
分
に
相
当
す
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
そ

の
山
の
部
分
だ
け
で
は
な
く
て
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
の
よ
う
な
、
も
っ
と
全
体
的
な
と
こ
ろ
に

携
わ
り
た
い
で
す
。「
今
○
歳
で
、
預
貯
金
は

い
く
ら
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
住
宅
に
使
え
る
費

用
は
こ
れ
く
ら
い
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
内
容
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
不
動
産
・
建

築
・
デ
ザ
イ
ン
に
加
え
て
、
ロ
ー
ン
や
保
険
な

ど
の
知
識
を
交
え
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が
あ

ち
こ
ち
に
尋
ね
る
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、

住
ま
い
の
こ
と
な
ら
ク
ジ
ラ
に
相
談
す
れ
ば
安

心
、
と
い
っ
た
形
に
す
る
の
が
理
想
で
す
。

|
最
後
に
、
神
大
生
や
高
校
生
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
に
は
多
く
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
で
も
、
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
時
間
に
は
制

約
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
い
か
に
い
い
機
会

や
選
択
肢
に
恵
ま
れ
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
広
げ
て
、
様
々
な
人
と
関
わ
っ
た
り
、
多
様
な

仕
事
を
見
た
り
し
て
、
視
野
を
広
げ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
最
良
の
選
択
が
で
き

る
方
法
だ
と
、
僕
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
結
局
、
こ
う
し
た
話
は
幸
福
論
に
結
び
つ
い

て
き
ま
す
。
自
分
の
歩
ん
で
き
た
レ
ー
ル
の
上

に
あ
る
選
択
肢
を
た
だ
漫
然
と
選
ぶ
よ
り
も
、

複
数
の
選
択
肢
か
ら
根
拠
を
持
っ
て
選
ん
で

や
っ
て
い
る
こ
と
の
方
が
幸
福
度
は
高
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
幸
せ
に
な
る
た
め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
、
み
な
さ
ん
も
し
っ
か
り
と
自
分
で

考
え
、
実
践
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

キラリ神大 OG・OB 1617 kaze Vol.16
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察
が
メ
イ
ン
に
な
り
ま
す
ね
。
冬
場
な
ら
オ
リ
オ

ン
座
や
冬
の
大
三
角
と
い
っ
た
有
名
な
星
を
見
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
内
容
に
な
り
ま
す
。

|
当
日
は
保
護
者
の
方
も
来
ら
れ
る
？

浦
川
　
は
い
。
必
ず
保
護
者
同
伴
で
参
加
い
た
だ

く
よ
う
、
小
学
校
に
お
話
し
し
て
い
ま
す
。
事
前

に
小
学
校
で
配
付
し
て
も
ら
う
参
加
申
込
書
に
も

必
ず
保
護
者
同
伴
で
と
明
記
し
、
名
前
を
書
い
て

も
ら
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
名
簿
を
作
り
、
観
望
会

当
日
に
出
欠
を
確
認
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
学
校

側
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
。

|
毎
回
、
何
人
く
ら
い
が
参
加
す
る
？

浦
川
　
保
護
者
を
含
め
、
50
人
前
後
で
す
。
初
め

は
教
室
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
で

そ
の
日
に
見
る
星
の
説
明
を
し
、
そ
れ
か
ら
外
に

出
て
観
測
を
行
い
ま
す
。
望
遠
鏡
は
３
台
あ
り
、

う
ち
一
つ
は
20
セ
ン
チ
ク
ラ
ス
の
大
口
径
で
す
。

|
で
も
、
開
催
日
に
空
が
晴
れ
る
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
。

浦
川
　
そ
こ
は
本
当
に
運
頼
み
で
…
。
実
際
に
当

日
、
雲
が
多
く
て
星
が
見
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
う
場
合
は
星
の
話
や
、
星
座
に
ま
つ
わ

る
神
話
の
話
を
す
る
と
、
子
供
た
ち
は
喜
ん
で
く
れ
ま

す
。
少
し
で
も
星
が
見
え
て
い
れ
ば
、
予
定
と
は
違
う

星
に
望
遠
鏡
を
合
わ
せ
た
り
、
子
供
た
ち
へ
の
説
明

内
容
を
変
え
た
り
と
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
「
こ
の
時
間
帯
に
は
ど
の
方
角
に
ど
ん

な
星
が
あ
る
か
」
を
事
前
に
皆
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

|
子
供
た
ち
が
一
番
喜
ぶ
ポ
イ
ン
ト
は
？

浦
川
　
月
や
星
雲
の
観
察
が
人
気
で
す
ね
。
土
星
の

輪
が
見
え
た
と
き
は
す
ご
く
喜
ば
れ
ま
し
た
。

田
村
　
そ
う
い
う
と
き
は
保
護
者
の
方
も
す
ご
く

喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
広
報
担
当
の
私
は
、
観
望
会

の
様
子
を
写
真
に
撮
っ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

「
生
の
体
験
」
を
子
供
た
ち
に
提
供
し
た
い

|
理
系
の
お
二
人
が
専
門
的
な
天
文
サ
ー
ク
ル

で
は
な
く
、
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ア
を
選
ん
だ
理
由
は
？

田
村
　
も
ち
ろ
ん
、
星
に
は
興
味
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
も
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
資
料
作
成
な
ど
を

や
っ
て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
。
子
供
た
ち
に
見
て
も
ら

う
資
料
や
ス
ラ
イ
ド
は
、
皆
で
分
担
し
て
作
っ
て
い

ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
に
は
星
座
の
写
真
や
、
神
話
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
の
画
像
を
入
れ
、
そ
れ
ら

を
動
か
し
て
、
楽
し
い
説
明
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

浦
川
　
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ア
は
、
あ
く
ま
で
も
有
名
な

天
体
を
対
象
に
「
ど
う
す
れ
ば
小
学
生
に
興
味
を

は
企
画
を
考
え
て
、

小
学
校
に
ア
ポ
イ
ン
ト

メ
ン
ト
を
取
っ
て
、
計
画
書

を
提
出
し
て
学
校
側
と
交
渉
し
、
観

望
会
当
日
の
運
営
を
行
う
、
と
い
う
流
れ
を
す

べ
て
学
生
で
行
っ
て
い
ま
す
。

|
皆
さ
ん
の
方
か
ら
小
学
校
に
働
き
か
け
る
？

浦
川
　
小
学
校
か
ら
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
、
こ
ち
ら
か
ら
提
案
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
主
に
大
学
近
隣
の
小
学
校
で
開
催
し

て
お
り
、
鶴
甲
小
学
校
で
は
毎
年
開
催
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ア
の
先
輩
が
小

学
校
の
先
生
を
し
て
い
て
、
そ
の
小
学
校
に
呼
ば

れ
て
観
望
会
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

天
候
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
運
営

|
小
学
校
の
先
生
は
、
生
徒
を
夜
間
に
集
め

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
の
で
は
？

浦
川
　
そ
こ
は
先
生
方
と
最
も
よ
く
話
し
合
い
を

す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
あ
ま
り
遅
く
な
ら
な
い
よ

う
、
夕
方
６
時
か
ら
観
望
会
を
ス
タ
ー
ト
し
、
遅

く
と
も
８
時
に
は
完
全
撤
収
し
ま
す
。
夏
場
だ
と

ま
だ
空
が
明
る
い
時
間
な
の
で
、
基
本
的
に
は
そ

の
時
間
帯
で
も
星
が
よ
く
見
え
る
時
期
を
選
ん
で

提
案
し
ま
す
。
小
学
校
の
観
望
会
で
は
、
月
の
観

小
学
校
で
開
催
す
る
天
体
観
測
会
を
企
画
・
運
営
し
、

子
供
た
ち
か
ら
星
の
世
界
や
理
科
全
般
へ
の
関
心
を
引

き
出
す
活
動
を
し
て
い
る
、
天
文
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ア

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ア
」
。
神
戸
市
民
と
専
門
家
と
の
対
話
の

場
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の
人
々
が
科
学

に
親
し
め
る
よ
う
支
援
す
る
「
神
戸
大
学
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ッ
プ
」
の
枠
組
み
の
中
で
２
０
０
９
年
度
に
発
足

し
、
学
生
主
導
で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。「
望
遠
鏡
で

星
を
見
る
」
と
い
う
体
験
を
子
供
た
ち
に
提
供
す
る
魅

力
を
、
コ
ロ
ナ
下
で
の
活
動
を
模
索
す
る
代
表
の
浦
川

翔
平
さ
ん
と
広
報
担
当
の
田
村
笙
さ
ん
に
聞
い
た
。

小
学
校
で
天
体
観
測
会
を
開
催

|
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ア
の
活
動
内
容
は
？

浦
川
　
小
学
校
へ
出
向
い
て
、
子
供
た
ち
と
天
体

観
測
会
（
観
望
会
）
を
開
い
て
い
ま
す
。

田
村
　
神
戸
大
学
に
は
天
文
研
究
会
な
ど
の
サ
ー

ク
ル
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
あ
り
ま
す

が
、
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ア
は
そ
れ
ら
を
融
合
し
た
よ

う
な
形
で
、
理
系
分
野
か
ら
も
文
系
分
野
か
ら
も

参
加
し
や
す
い
点
が
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
す
。

|
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
の
で
す
か
？

浦
川
　
そ
う
で
す
ね
。
小
学
校
に
お
邪
魔
し
て
、

子
供
た
ち
に
望
遠
鏡
で
星
を
見
せ
て
、
そ
の
説
明

を
し
た
り
、
理
科
全
般
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
の
活
動
も
し
て
い
る
の
で
。
メ
ン
バ
ー
は
特

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
意
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
。

|
運
営
は
学
生
だ
け
で
？

浦
川
　
伊
藤
真
之
先
生
（
人
間
発
達
環
境
学
研
究

科
）
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
が
、
基
本
的
に

持
っ
て
も
ら
え
る
か
」「
子
供
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
を
考
え
る
こ
と

が
メ
イ
ン
の
サ
ー
ク
ル
な
ん
で
す
。
そ
こ
に
は
文
系

も
理
系
も
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
星
が
好
き
、
子
供

が
好
き
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の
興
味
の
対
象
が
そ
れ
ぞ

れ
違
う
こ
と
が
、
団
体
と
し
て
の
分
業
が
う
ま
く
で

き
る
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。

田
村
　
小
学
校
で
の
観
望
会
の
ほ
か
に
、
ア
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ア
内
で
、
望
遠
鏡
を
操
作
す
る
練
習
を
兼
ね
た

観
望
会
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に

メ
ン
バ
ー
間
で
話
を
し
た
り
、
閉
会
後
に
食
事
に

行
っ
た
り
す
る
こ
と
も
楽
し
み
で
す
。
た
だ
、
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
普
段
の
活
動
す
ら
難
し

い
状
況
で
す
が
。

浦
川
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
新
入
生
の
勧
誘
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
メ
ン
バ
ー
は
現
在
、
10
人
前
後
に

減
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
ほ
と
ん
ど
観
望
会
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
し
、
こ
の
冬
は
小
学
校
で
の
観
望
会
は

無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

|
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
？

田
村
　
先
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
や
星
空
観
察
会
の
開
催
に
協
力
し
て
く
れ
な
い
か

と
い
う
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

浦
川
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
に
シ
フ
ト
す
る
必
要

性
は
感
じ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ア

の
魅
力
は
、
実
際
に
小
学
生
と
会
っ
て
や
り
と
り
を

し
て
、
実
際
に
望
遠
鏡
を
触
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
生

の
体
験
を
大
事
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
で
す
。
そ

れ
だ
け
に
今
年
は
厳
し
い
の
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
内

で
の
観
望
会
は
そ
ろ
そ
ろ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
そ
こ
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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オンラインによる短期日本語研修プログラムが開催されます

　本学国際教育総合センター留学生教育部門では、2021

年1月6日～27日の3週間、オンラインによる短期日本語

研修プログラムを開講します。

　同部門では、2019年度に「神戸日本語プログラム」と

冠したプロジェクトを立ち上げ、2020年1月に短期の新

規日本語研修プログラムを開講しました。このプログラム

は「Discover Japan-Australian つながり in Kobe」を

テーマとし、日本語だけでなく神戸や周辺地域、そして

オーストラリアとの関係について学ぶもので、オースト

ラリアとニュージーランドの大学から15名の参加があり

ました。

　
私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学

で
約
１
年
間
の
交
換
留
学
を
し
ま
し
た
。
留
学
を

目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
大
学
一
年
生

時
に
参
加
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
語
学
研

修
で
す
。
こ
の
研
修
で
、
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
面
白
さ
や
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え

き
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
初
め
て
感
じ
、
語
学
を

上
達
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
交
換
留
学
を
目
指

す
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
で
は
私
の
専
攻
で
あ
る
公

衆
衛
生
の
授
業
を
中
心
に
受
講
し
ま
し
た
。
英
語

で
の
授
業
は
理
解
し
づ
ら
く
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

私
な
り
に
頑
張
っ
て
少
し
で
も
多
く
理
解
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
で
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
わ
か
ら
な
い
時
は
先
生
に
質
問

し
た
り
、
学
校
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
利
用
し
た
り
し
て
、
多
く
の
方

に
支
え
て
も
ら
っ
て
乗
り
切
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
ア
ル
バ

イ
ト
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
英
語
を
使
っ
て
働
く
と
い
う
経
験
を
通
し
て
自
分
の
英
語
に

自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
留
学
を
通
し
て
、
私
は
「
や
っ
て
み
な
い
と
何
も
得
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
勉
強
の
話
に
も
ア
ル
バ
イ
ト
の
話
に
も
通
じ
る
こ
と
で
す
が
、
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
す
る
前
に
失
敗
を
恐
れ
て
臆
病
に
な
っ
て
し
ま
う
自
分
が
い
ま
し
た
。
で
も
、

思
い
切
っ
て
挑
戦
し
て
み
た
こ
と
で
、
授

業
の
先
生
か
ら
詳
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
え
た
り
、
英
語
を
使
っ
て
働
く
と
い
う

経
験
が
で
き
た
り
、
想
像
を
超
え
る
貴
重

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
失
敗
も
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
が
、

失
敗
さ
え
も
学
び
で
、
自
分
の
成
長
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
留
学
を
通
し
て
得
た
学
び
や
経
験

は
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
財
産
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
留
学
に
挑
戦
し
、
新
し
い
学
び

や
経
験
を
得
て
み
て
く
だ
さ
い
！

留
学
だ
よ
り

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
へ
交
換
留
学
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際
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発
達
コ
ミ
ュ
ニ
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学
科
4
年
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秦
泉
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夏のクリスマス
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　その内容をベースに、2020年度も同プログラムを開講

することを計画していましたが、世界的な新型コロナウ

イルス感染拡大に伴う入国制限等の措置により、見直し

を迫られました。学内では新規の交換留学生の受け入れ

がほぼ中止されていましたが、国際教育総合センターで

は新たな留学生受け入れの形を模索しようと、同プログ

ラムをオンラインにより開講することを決めました。海

外の日本語学習者にとって、現地で学べることこそが日

本留学の大きな魅力であり、オンラインでの「留学」プ

ログラムに果たしてどれほどの需要があるのか不安でし

たが、幸い必要数の応募者が集まり、無事開講できる見

通しです。

　2020年度も、日本語の授業のほか、神戸地域について

学ぶための「地域研究」の時間を設けており、地元の水

道筋商店街や、神戸の観光名所のヴァーチャルツアーを

行うことなどを企画しています。また、できるだけ「リ

アル」なインタラクションの場を提供できるよう、本学

学生との交流活動も予定しています。

留学期間：2019/7-2020/6（1年間）
※コロナの影響で3月下旬に帰国したが、帰国後は
　オンラインで留学継続）

国際ニュース / 留学だより 2021 こんにちは！ 留学生です

Message from a foreign student

こん にち は！
留学生です

世界各国から来た約1400人の留学生が神戸大学で学んでいます。
このコーナーでは、母国の文化や習慣などの話を交えながら、国境を越えて頑張っている留学生にスポットを当てます。

2018年5月留学時のシドニー 留学先のキャンペラ大学 ジャワ島のプランバナン寺院にてショウジョウバエのナノ構造

中華人民共和国

孫 正寛 SUN Zhengkuan 
理学研究科  博士課程前期課程  生物学専攻２年
中国の山東省青島市出身。趣味は旅行と電子キー
ボード。過去にイギリスやオーストラリアへも留
学している。日本食では刺身がお気に入り。

　 神戸大学に来る前はどんなことを？
　かなり前の話ですが、『パラサイト・イヴ』という本を読んで、動物の細胞の仕組み

がいかに絶妙で、遺伝子から行動へ、という法則にどうやって辿り着いたのか、という

ことに興味をもちました。

　それがきっかけで、進化について学びたいと思い、県立広島大学で動物の進化の研究

をしていました。モデル生物は「カプサスポラ」という、多細胞生物である動物に最も

近縁な単細胞生物の一種です。そして進化の研究をするうえで、基礎知識として動物の

発生の研究をしたいと思い、自分の興味に合った研究が行われている神戸大学に入学し

ました。

　　大学ではどんな研究をされているんですか？
　理化学研究所で、キイロショウジョウバエを用いた発生学、形態形成のしくみを研究

しています。具体的には、感覚受容器の表面にある、ナノ構造の形成メカニズムの研究

です。例えばモルフォ蝶のあの美しい羽は、表面に厳しく規則正しい構造に制御しなけ

れば均一に青く見られません。しかし、いきなりモルフォ蝶のナノ構造を研究するに

は、技術上様々な問題があります。そこで、まずはモデル生物であるショウジョウバエ

を用いて実験を行っています。

　以前研究していた単細胞生物とは違い、ショウジョウバエの培養は部屋の温度を保っ

たり、三日間で瓶を変えたりと、目が離せず大変です。

　日本に来て驚いたことは？
　街がきれいだと思いました。地元では街なかにゴミ箱がありますが、日本はゴミ箱が

なくてもきれいに保たれていることに驚きました。

　また、他の国にも何度か行ったことがありますが、どこと比較しても日本はとても安

全ですね。

　　今後の目標は？
　研究の道を進みたいと考えています。進化が大きなテーマになりますが、単細胞生物

がもつ多細胞生物の分化に必要な遺伝子が、どのように単細胞生物で働いているのか、

ということに興味があります。その仕組みが解明されれば、多細胞生物の分化の仕組み

が少しずつわかってくるのではないかと思います。

　研究の拠点を定めるつもりはありません。場所を先に探すよりも、まずは自分が最後

までやり遂げることができるか、という研究の内容を優先したいと考えています。

̶国際ニュース̶
次世代のための基礎研究
―動物の体を作り出すしくみを知る―

出身地：青島市
山東半島の南端に位置する港湾都市。人口は約950万人。
ドイツ占領時代の建造物が多く残され、景色や文化など独特の
雰囲気をもつ。軽さと苦みの少なさが特徴の青島ビールが有名。



アンケートの回答は神戸大学広報課の     
メールアドレスにお願いします。

神戸大学広報誌『風』16号をお読みになっての感想をお聞かせください。今後の誌面作りの参考にさせていただきます。

1.どの記事に関心を持たれましたか　　2.その記事についてどのような感想を持たれましたか　　3.今後読みたい記事　　4.その他何でもご感想を

ppr-kouhoushitsu@of f ice.kobe-u.ac.jp WEBフォームもありますので
スマホから今すぐアクセス !※ご職業、年齢を書き添えていただけると幸いです。

読者の皆様へアンケートのお願い「スマホ用“うりぼーカレンダー壁紙”プレゼント中！」裏面をご覧ください。

日々更新中！ 公式  Twitter
「@KobeU_PR」

公式  Facebook
「神戸大学 _ Kobe University」

公式 YouTube
「神戸大学Kobe University」

You
Tube

公式Instagram
「kobe_university」

●ご支援いただいたことで学生生活を継続するこ
とができます。本当にありがとうございます。支
えてくださる皆様への感謝を忘れず、これから
もますます勉学に励みたいです。

●夢見ていた留学が志半ばで中止となってしま
い、精神的にも辛い中で、帰国に伴う追加費用
で経済的にも圧迫されていたのですが、皆様の
温かいご支援により、無事に帰国し、現在は再
び神戸大学で学業に励むことができております。
本当にありがとうございました。

Web オープンキャンパス
特設サイト

Mini News
Web オープンキャンパスを開催！

　今年のオープンキャンパスは、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、Web上での開催となりました。特設サイト

にて、各学部の特長、研究室紹介、模擬講義の様子を動画で

紹介しています。

　Web開催することで、遠方からも気軽にご参加いただけ

るイベントとなりました。

　特設サイトは今年度末までご覧いただけます。

　神戸大学基金には学内の様々な取組みを応援する使途特定

事業がございます。今回はその中から「ダイバーシティ基金」

をご紹介いたします。

　本学では、 2018年度の文部科学省科学技術人材育成費補助

事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）」

の採択を受け、女性研究者の海外派遣を中心とする取組実施

など、女性教員の上位職への昇任比率及び在籍比率・採用比

率の向上を目指して活動を展開しています。

　皆様方におかれましては、本事業の目標と活動をご理解いた

だき、より一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

おかげ様で、学生への支援として

　● 経済的支援を求める学生約930人に対し1人あたり5万円、

　　 合計約4,600万円を給付

　● 留学先から急遽帰国するなど臨時費用が発生した約130人

　　 への見舞金として、合計約530万円を給付

医学部附属病院への支援として

　● 車椅子型空気感染隔離ユニットの導入など、病院内の設備

　　 と環境の整備

に活用させていただきました（2020年10月末時点）。

　給付を受けた学生からの御礼の声も多数届いております。

その一部をご紹介いたします。

　10月、神戸大学では、昨年度に続き、2020年度の統合報告書を作

成しました。

　今年度は、「世の中を変える」、「人を育てる」、「地域に根ざす」とい

う３つの枠組みに沿って、本学の事業活動を紹介しています。また、

with/postコロナ時代において大学が果たすべき役割等に焦点をあ

て、神戸市長と神戸大学長との対談や特集記事を掲載しています。

　統合報告書は大学ホームページで公開中です。作成メンバーの活動

の軌跡を記載した広報誌もご覧いただけます。WEBアンケートを行っ

ておりますので、ぜひご一読いただき、ご意見をお聞かせください。

『神戸大学統合報告書 2020』を発行しました

　11月21日（土）、統合報告書の今年度発行に併せて、第二回統合

報告書発行報告会「シンダイシンポ 2020」をオンラインで開催し

ました。

シンダイシンポ 2020 を開催しました
　シンポジウムでは、神戸大学からは武田学長と若手職員が、

それぞれ「神戸大からのビジョン発信」「神戸大の統合報告」

と題した講演を行いました。また、ゲストには、ネスレ日本株式

会社前代表取締役社長兼CEOで「ネスカフェアンバサダー」

「キットカットの受験生応援キャンペーン」など数々の「新たな

価値」を生み出してきた高岡浩三氏、本学学外理事で株式会社

上野流通戦略 研究所 代表取 締役の上野祐子氏をお招きしま

した。ダイアログ（対話）では、「神戸大と価値創造コロナ禍

での挑戦」をテーマに、コロナ禍における「神戸大の『価値創

造ストーリー』」「大学に求められているもの」を中心に闊達な

議論がなされ、有意義なシンポジウムとなりました。

本学のダイバーシティ推進に関する取組みは、
ウェブサイトをご覧ください。

神戸大学ダイバーシティ基金

新型コロナウイルス感染症対策緊急募金  ～御礼とご報告～

　なお、学生への経済的支援、医学部附属病院への支援等は、

今後も継続して行ってまいります。

　引き続き神戸大学基金の各事業（基盤事業：大学全般、修学

支援事業：困窮学生への経済的支援、医学部附属病院あじさい

基金：病院支援、等）へのご寄附を通じて、ご支援いただけま

したら幸いです。

　学長緊急メッセージにより2020年5月1日から広くご協力を

お願いいたしました「神戸大学基金新型コロナウイルス感染

症対策緊急募金」は、支援を必要とする内容と金額の大きさ

から、募金期間を当初の9月末までの予定から12月末までに延

長しました。学内外の皆様方から多大なるご篤志をお寄せい

ただき、誠にありがとうございました。

給付を受けた学生からの感謝のことば

　2022年は、神戸大学のルーツのひとつである神戸高等商業学校の創立120周年にあたり、「神戸大学創立120周年記念事業募金」も

募集を開始しております。さらなる飛躍に向けて、今後とも本学へのご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願いいたします。

　詳しくは神戸大学基金のウェブサイトをご覧ください。

シンダイ シンダイ

神戸大学基金 検 索

統合報告書
WEBパンフレット

WEBアンケート

A4版  本文67ページ

神戸大学基金だより

神戸大学基金へのご寄附は、確定申告を行っていただくと税制上の優遇措置を受けることができます。

アクセスは
こちらから。

アクセスは
こちらから。

Mini News 2223 神戸大学基金だより

神戸大学男女共同参画推進室キャラクター　Dr. ウーリー、うりちゃん

どうぞよろしく
お願いいたします！

事 業 名 称

目 標 金 額

寄 附 金 額

神戸大学ダイバーシティ基金

5,000 万円

個人：1 口 5,000 円 
（継続的なご支援をお願いします）


